






み
や
び
と
シ
リ
ウ
ス
と

茶
道

日
本
人
と
は、

超
古
の
地
球
に
降
下
し
た。

シ
リ
ウ
ス
人
が、

自
ら
の
D
N
A
を
組
み
込
ん
で
造
っ
た
生
命
体
で
あ
る
と
い
う。

宇
宙
で
初
め
て
の
「
霊
性
を
持
つ

新
し
い
種
族」

の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に。

茶
道
は、

シ
リ
ウ
ス
人
が
意
識
の
最
高
次
元
の
霊
性
を
持
つ
よ
う
に
教
え
た秘
儀
で
あ
っ
た。

＿グノ ー シスとしての日本＿





＿グノ ー シスとしての日本＿
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「
見
る
も
の
が、

同
時
に
見
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
た
]

高
次
の
花。

そ
れ
は、

わ
た
し
を
奥
で
見
て
い
る
も
の
に
繋
が
る
歩
廊
を

持
っ
た
錯
合
体。
直

新
し
い
神
の
ニ
ン
ゲ
ン
ヘ
゜

そ
れ
が
「
八
應
の
鏡
の
合
わ
せ
鏡
の
秘
儀
j

‘

H
本
だ。

*[2]: 半田広宣
「主観の元となる主体は時空にはいない。見るものである主体は奥行き＝持続として収縮し、
見られるものとその根底で連続的につながっている。」小林秀雄についてのweb-logの項より

* [ 1 ][3]：三島由紀夫「文化防衛論」











黄道十二宮を出よ 絶対の空無に身を投げよ

く外＞ヘ ヴォリュプテ＿源氏物語

「それらはほとんど

アントワヌ ・ ワトオの絵を

思わせるのだ。

いずれの巻も「艶なる宴」に
ヴォリュプテ

充ち、 快楽は空中に漂って、
volupte 

いかなる帰結も怖れずに、

絶対の現在の中を胡蝶のように

羽拇いている。 」三島由紀夫＿「日本文学小史」

源氏物語の項より

三島由紀夫の源氏物語の式部への畏敬。

私はここに
’

'優雅
”

とは、

絶対の自由への
’

'不鵜
’

'だという、三島由紀夫の
’

'尚武のこころ
’

'を看る。

それは利休にも感じる。 koike













双 対 の 鏡・鏡 は 合 わ せ 鏡

シリウス






